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Ａ．研究目的 
 小児におけるCOVID-19罹患後症状(long 
 COVID)に関するエビデンスは限られてい
る。本研究は、前年度までに日本小児科学会
により作成された既存の国内小児COVID-19
急性期症例データベースに、長期予後や後遺
症などの慢性期情報収集システムを追加構
築することにより、国内小児におけるlong 
COVIDの発生動向を検討すること、および  
実際に得られた情報を国民への迅速に公開
するツールを作成することを目的とした。 
 
Ｂ．研究方法 
１）研究対象 
 日本小児科学会により作成された既存の
国内小児COVID-19急性期症例データベース
に登録され、COVID-19発症後6か月以上経過
した20歳未満の症例。 
 
２）データベース解析期間 
 2020年6月1日〜2022年2月28日 
(調査対象が実際にCOVID-19を発症した期間
は2020年2月1日〜2021年8月31日) 
 
３）具体的な研究方法 
①日本小児科学会により作成された既存の
国内小児COVID-19急性期症例データベース
のプログラムを一部変更し、COVID-19発症後
6か月経過した時点で、主治医に対して、患者
へlong COVID症状の有無の確認し、専用レジ
ストリへ入力することを依頼した。 
②レジストリ入力情報を解析し、国内小児に
おけるlong COVIDの発生動向を検討した。た
だし、本研究におけるlong COVIDの定義は 
「COVID-19に罹患した後、１か月以上経過し
た後に認めた症状で、COVID-19との関連が否
定できない症状」とした。 
③日本小児科学会ホームページ上に、実際に
得られた情報を国民へ迅速に公開するツー

ルを作成した。https://www.coreregistry.
jp/CoreRegistry_COVID19_CRF_Dashboard/H
ome/DashBoardviewer 
 
④人権への配慮（プライバシーの保護） 
 研究実施に係る生データ類を取扱う際は、
被験者の秘密保護に十分配慮した。研究の結
果はデータベース入力の時点で既に匿名化
された情報とした。研究の目的以外に、研究
で得られた被験者のデータを使用しないこ
ととした。本研究への参加は保護者と本人の
自由意思に基づくものであり、参加されない
場合でも病院での診療、治療に不利益を被る
ことは一切ないことを事前に説明または明
示した。また、一度参加に同意した後でも、
データが集計される前であれば各施設の責
任者に自由に撤回を申し出ることができる
ことも周知した。 
 
Ｃ．研究結果 
１）小児慢性期COVID−19登録患者の特性 
 （2022年2月27日時点） 
①登録患者数：1,370例 
②性別：男性52.5%、女性47.5% 
③年齢中央値：6歳1か月 
 
２）国内COVID-19罹患小児におけるLong  
 COVID発生状況（図１） 
①成人と比較すると稀であるが、国内COVID-
19罹患小児の3.2%にlong COVIDを疑う症状
が確認された。 
②特に16-19歳においては、高頻度(14.9%)に
報告された。 
 
３）国内小児long COVID患者における臨床症
状(図２) 
 発熱 (0.7%)、咳嗽 (0.6%)、喘鳴 (0.1%)、
味覚障害(0.7%)、嗅覚障害 (0.9%)、倦怠感 
(0.5%)、頭痛 (0.2%)、胸痛(0.1%)、筋肉痛

研究要旨  
 日本小児科学会により作成された国内小児COVID-19症例データベースを
用いて、COVID-19発症後6か月以上経過した20歳未満の症例を研究対象とし、
小児におけるCOVID-19罹患後症状(long COVID)の発生状況を検討した。調査
期間中1,370例の小児COVID-19症例（年齢中央値：6歳1か月、男性52.5%）が
登録され、そのうち3.2%に味覚・嗅覚障害、発熱、咳嗽、倦怠感などの症状
が確認された。さらに、long COVIDを認めた小児の一部においては、外来定
期通院や、通所・登園・登校の中断を要するなど、日常生活へ影響も確認さ
れた．小児COVID-19は一般的に軽症であるとされているが、小児へのワクチ
ン接種適応を検討する際には、長期後遺症も考慮する必要がある。 

https://www.coreregistry.jp/CoreRegistry_COVID19_CRF_Dashboard/Home/DashBoardviewer
https://www.coreregistry.jp/CoreRegistry_COVID19_CRF_Dashboard/Home/DashBoardviewer
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(0.1%)、関節痛 (0.1%)、意識変容 (0.1%)、
鬱 (0.1%)、腹痛 (0.1%)、悪心・嘔吐 (0.
1%)、下痢 (0.1%)、等を認めた。 
 
４）国内小児Long COVID患者における日常生
活への影響（図３） 
 外来定期通院 (0.9%)、通所・登園・登校
の中断 (1.0%)を認めた． 
 
Ｄ．考察 
 成人においては、流行早期からCOVID-19罹
患後の後遺症がlong COVIDとして報告され
ているが、小児における長期予後に関するエ
ビデンスは乏しい。小児におけるlong COVI
Dを解析した本研究の結果によると、成人と
比較すると低頻度であるものの、小児におい
ても思春期を中心にCOVID-19患者の3.2%にl
ong COVID症状を認めており、その主な症状
は、味覚・嗅覚障害、発熱、咳嗽、倦怠感な
どが占めていた。 
 また、外来定期通院や、通所・登園・登校
の中断など、long COVIDが一部の小児の日常
生活へ影響していることが確認された． 
 さらに、本研究の結果は、日本小児科学会
ホームページ上での公開されており、2022年
4月時点でも連日、最新情報に更新されてい
る。 
 以上より本研究の結果は、保護者における
小児に対する新型コロナワクチン接種受け
入れ判断の一助となりうる。 
 
Ｅ．結論 
 成人と比較すると低頻度ではあるが、小児
においてもCOVID-19罹患患者の3.2%にlong 
COVIDを認めており、一般的に軽症であると
されている小児COVID-19に対するワクチン
接種適応を検討する際には、長期後遺症も考
慮する必要がある。 
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2.  学会発表 
2021年 10月9日 

第53回日本小児感染症学会学術集会 
シンポジウム2 小児におけるCOVID-19 
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Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
1. 特許取得 
 なし 
2. 実用新案登録 
 なし 
3.その他 
 なし 
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